
アイルランド、ギリシア、アイスランド。もう少し遡れば、ロシア、アルゼンチン、韓国など。
記憶にある範囲でも多くの国が「財政破綻」を経験したり、それに近い
状態にあるといわれてきました。歴史を振り返れば、過去 200年の間に、
なんと延べ200ケ国以上が「財政破綻」を経験したという研究もあります。
さて、肝心の日本の財政は大丈夫なのでしょうか? もちろん、将来のことは
分かりませんが、大いに気になるところです。日本財政の持続可能性について、
経済学者がどのように考えてきたかを紹介しながら、
財政運営のこれからについて考えてみる場にしたいと思います。

講 演 者

小川 光 
東京大学大学院 教授
略歴：東京都生まれ（1970.6）。名古屋大学経済学部を卒業（1993.3）後、同大
学大学院経済学研究科を修了（1998.3）。日本学術振興会特別研究員（1998.4）、
名古屋大学経済学部講師（1998.10）、助教授（2000.12）、教授（2010.10）を経て、
現在 東京大学大学院経済学研究科・公共政策大学院・教授（2015.9 ～）。この間、
米国ケンタッキー大学公共政策大学院客員研究員（2002.7 ～ 2003.7）、文部科
学省研究振興局学術調査官（2009.8 ～ 2011.7）などを歴任。
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お問合せ・参加申込み
愛知県春日井市松本町１２００ ＴＥＬ０５６８-５１-４０６７  Email : sanken@office.chubu.ac.jp中部大学 産業経済研究所
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中部大学産業経済研究所講演会
参加申込書
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